　　　　　　　　　　　　資本市場の役割と証券投資　試験対策
１．間接金融と直接金融
　間接金融の特徴は、①銀行等の金融機関が預金者や企業と資金の貸借を行う点、②貸出の判断は銀行等が行う点、③リスクは銀行等が受け持つ点　にある。
　一方、直接金融の特徴は、①証券市場において証券会社が投資家と企業の仲介を行う点、②投資判断は投資家が行う点、③リスクは投資家が受け持つ点　にある。
２．自分が証券を持つなら何を持つか、その理由をあわせて答えよ
　証券はその種類によって様々な特徴があり、例えば株式は収益性（リターン）が大きい反面、価格変動性（リスク）も大きいが、国債や社債は株式に比べて価格変動性が小さい一方で、収益性も低い。このように証券はその種類によって異なる性質を持つが、これらの証券を組み合わせて所有することによってポートフォリオ効果が生まれ、それぞれの証券を一種類だけ所有するよりも、リターンとリスクのバランスを上手くとることができる。
　以上の理由から私が証券を持つなら、国債・外国債・株式等、幅広い種類の証券を分散させて持つだろう。また、投資の対象だけで無く投資の時期を分散させることや長期に渡って投資することもリスクの軽減に繋がるので、その点にも留意したいと思う。
※問題文が「証券」では無く「資産」だった場合も基本的に同じことを書けると思いますが、12章と13章をよく読んでおくと証券以外のカテゴリーを知ることができるので、なお良いと思います。
３．ライフプランニング
　これまでの税制適格年金は2011年度末に廃止される予定であり、それに伴い私達は基金型企業年金、規約型企業年金、そして確定拠出年金といった年金制度からどれかを選択することになるだろう。基金型企業年金と規約型企業年金は確定給付年金であり、基本的な仕組みは今までの制度と変わらず、企業が拠出した掛金を自ら運用するため年金債務が発生する可能性がある。一方、確定拠出年金は、会社が拠出した掛金を各従業員が自ら運用できる制度である。
　私はこの確定拠出年金制度を利用して、老後の資金のための安定運用と、60歳までの長期運用を見据えた収益の確保の両立を目指したいと思う。そのためにはリスクとリターンのバランスを上手くとらなければならない。リスクを抑えつつある程度のリターンを得るために、私は長期投資や分散投資を行うだろう。
　それは　①長期投資を行えばリターンのブレ幅（リスク）を抑えることができる　②投資対象を国債・外国債・株式等、投資対象を分散することによってポートフォリオ効果が生まれリスクを軽減することができる　③また、投資時期を分散することによってもリスクを軽減することができる　ためである。

